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研究成果の概要（和文）：この３年間では私は特に、次の３つの主たる目的を設定した。まず第
一には国際シンポジウム「ミシェル・ビュトール － 境界にて、あるいは移動の芸術」を開
催することである。シンポジウムの目的は、ビュトール作品にみられる日本文化の影響を明ら
かにすることであった。研究の２つ目の目的は、フランス現代作家の作品にみられるアジア文
化の影響、特に日本文化の影響について、書物を準備・刊行することであった（『ノマドのエク
リチュール － フランス作家と極東』）。研究の３つ目の目的は、上記シンポジウムの成果に
基づく、共著を出版することであった（『ミシェル・ビュトール － 境界にて、あるいは移動
の芸術』、ディジョン大学出版局）。 

 

研究成果の概要（英文）：I had planned three major goals to achieve. The first one was to 
organize an international symposium on the French writer Michel Butor: “Michel Butor 
– À la frontière ou l’art des passages”. Its main goal was to underline the connections 
existing between Michel Butor’s work and Japanese culture. The second goal was to publish 
a personal book about the influence of Asian cultures, and especially the Japanese one, 
on some major contemporary French writers (Écritures nomades : Écrivains français et 
Extrême-Orient). The last goal was to publish a collective book based on the Michel 
Butor’s symposium conferences (Michel Butor – À la frontière ou l’art des passages).  
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１． 研究開始当初の背景 

 

研究開始まですでに８年にわたり私は、フラ

ンス現代作家の作品にみられるアジア文化

の影響、特に日本文化の影響について研究を

進めていた。そしてすでにいくつかの論考を
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ル・クローデル、ロラン・バルト、マルグリ

ット・ユルスナールといった限られた作家と

その作品を中心に進められる傾向があった。

そしてそうした傾向が、日本文化の影響とい

う問題に関心を持つものにある、特別な先入

観を植え付けてきたといえる（単純化すれば

それをオリエンタリズム、エクゾティスムと

呼ぶことができる）。例えばジャポニスムが

プルーストに与えた影響、ピエール・ロチの

植民地主義的視点といったものがその典型

例であり、それらは繰り返し論じられてきた。

しかしながら、実際には日本文化の影響はと

うていこうした作家に限定できる単純な問

題ではない。他の２０世紀のフランス作家も

程度の差こそあれ、日本文化の大きな影響を

受けているのである。以上のような観点から

私は、コーパスを広げ、こうして先入観を打

ち破り、乗り越える必要があると感じていた。

すなわち、影響関係についての新たな研究の

必要性である。 

 

２． 研究の目的 

 

本研究は上記の研究を、これまでこうした研

究によって扱われることのなかった作家に

ついて、また私自身も扱うことのなかった作

家について調査することによって、さらには

日本文化がフランス作家に与えた影響をよ

り正確にそして広範に調査することによっ

て、さらに深化させようとするものであった。

私は特にこうした影響が各作家のエクリチ

ュールに与えた変化を調査することが重要

であると考えた。そして、こうした観点から

最も興味深い例となりうると思われたのが、

フランスの現代作家、ミシェル・ビュトール

である。こうして、日本文化、東洋文化が彼

に、特に彼のエクリチュールに与えた影響を

調査することが本研究の中心的主題となっ

た。本研究のもうひとつの目的は、これまで

私が行ってきたフランス現代作家について、

研究の全体像を示すことによって、２０世紀

と２１世紀のフランス現代文学を通して見

た日本文化という問題について、体系的とは

言えないまでも、ある巨視的な視点を提示す

ることであった。こうすることによって、「１．

研究開始当初の背景」に記したような類型的

なオリエンタリズム、エクゾティスムを批判

的に乗り越えることが可能であると考えた

のである。 

 

３． 研究の方法 

 

様々な資料を図書館において調査し、その資

料を分析した（たとえばフランス国立図書館

における調査）。またミシェル・ビュトール

本人を囲む形で国際シンポジウム「ミシェ

ル・ビュトール － 境界にて、あるいは移

動の芸術」を開催することによって様々な論

点について日仏の作家、研究者と議論した。

またビュトール本人とも日本文化の影響の

問題について繰り返し議論した。ビュトール

はこうした観点から体系的に論じられるこ

とはなかったので、シンポジウムという共同

研究の形をとることにより、問題の多面性を

示すことができると考えたわけである。シン

ポジウムでは、日本の作家との議論をも準備

することにより、特にビュトールのエクリチ

ュールに与えた影響という複雑な問題をも

正面から扱うことができると考えた。 

 

４． 研究成果 

 

当初掲げた３つの研究目標がすべて達成

できたと考える。まず第一には国際シンポジ

ウム「ミシェル・ビュトール － 境界にて、

あるいは移動の芸術」を２００８年４月２０

日、２１日に立教大学にて開催した。このシ

ンポジウムには連日 50名から 60名、特別講

演においては 100人以上もの聴講者が集まり、

文学専門誌のみならず、新聞にも特集され、

大成功を収めたと評価されている 

次に２０１１年１月にディジョン大学出

版局から『ノマドのエクリチュール － フ

ランス作家と極東』（『エクリチュール』シリ

ーズ、１５０頁）というタイトルのもと、フ

ランス作家の作品にみられるアジア文化の

影響、特に日本文化の影響について、書物（論

文集）刊行できた。 

最後に上記シェル・ビュトール・シンポジ

ウムの成果をもとに、その報告書の刊行を準

備した。これは『ミシェル・ビュトール － 

境界にて、あるいは移動の芸術』というタイ

トルで、２０１１年４月にディジョン大学出

版局（『エクリチュール』シリーズ）から刊

行される予定である。 

このような三つの目標（シンポジウムの開

催、論文集の刊行、シンポジウム報告書の刊

行）を実現することにより、日本文化のフラ

ンス現代作家への影響という問題に新たな

視点を導入できたと考える。 
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